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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第86期
第１四半期

連結累計(会計)期間

第87期
第１四半期

連結累計(会計)期間
第86期

会計期間
自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日

自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日

自　平成20年４月１日
至　平成21年３月31日

売上高 (千円) 6,267,700 2,271,496 18,341,996

経常利益 (千円) 106,091 57,806 26,633

四半期純利益又は　　　
四半期（当期）純損失(△)

(千円) 95,513 △54,313 △ 4,491

純資産額 (千円) 4,456,107 4,228,772 3,963,003

総資産額 (千円) 20,575,100 19,832,904 19,556,264

１株当たり純資産額 (円) 188.66 179.05 167.79

１株当たり四半期純利益又
は四半期（当期）純損失
(△)

(円) 4.04 △2.30 △ 0.19

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) － － －

自己資本比率 (％) 21.7 21.3 20.3

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 484,702 822,997 5,501,818

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △14,849 △560,766 △ 4,173,488

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △507,010 △78,383 △ 77,099

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 1,310,935 2,783,171 2,599,324

従業員数 (名) 184 178 174

(注) １ 売上高には、消費税等は含まれておりません。

     ２ 第86期第１四半期連結累計（会計）期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式　

　が存在しないため記載しておりません。

     ３ 第86期および第87期第１四半期連結累計（会計）期間の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益

     　 については、１株当たり四半期（当期）純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりま

     　 せん。

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結会計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業の内容に重

要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。
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４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社における状況

                                                   平成21年６月30日現在

従業員数(名) 178〔20〕

(注) １ 従業員数は、当社グループから当社グループ外への出向者を除き、当社グループ外から当社グループへの出 

　　　　向者を含む就業人員であります。

２ 従業員数欄の〔  〕内は、臨時従業員の当第１四半期連結会計期間の平均雇用人員（１日８時間換算）であ

　 ります。

３ 臨時従業員には、嘱託契約の従業員を含み、派遣社員を除いております。

　

(2) 提出会社の状況

                                                   平成21年６月30日現在

従業員数(名) 157〔18〕

(注) １ 従業員数は、当社から他社への出向者を除き、他社から当社への出向者を含む就業人員であります。

２ 従業員数欄の〔  〕内は、臨時従業員の当第１四半期会計期間の平均雇用人員（１日８時間換算）でありま

　 す。

３ 臨時従業員には、嘱託契約の従業員を含み、派遣社員を除いております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第１四半期連結会計期間における伸銅品関連事業の生産実績を示すと、次のとおりであります。

　

事業部門名 生産高(千円) 前年同四半期比（％）

伸銅品関連事業
伸銅品 1,910,784 34.9

伸銅加工品 61,238 28.9

合計 1,972,023 34.7

(注) １　金額は販売価格によっております。
２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　
(2) 受注実績

当第１四半期連結会計期間における伸銅品関連事業の受注実績を示すと、次のとおりであります。

　

事業部門名 受注高(千円)
前年同四半期比
（％）

受注残高(千円)
前年同四半期比
（％）

伸銅品関連事業
伸銅品 2,219,309 39.0 973,997 37.9

伸銅加工品 64,743 35.4 24,924 23.1

合計 2,284,052 38.9 998,921 37.3

(注) １　金額は販売価格によっております。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　
(3) 販売実績

当第１四半期連結会計期間における伸銅品関連事業の販売実績を示すと、次のとおりであります。

　

事業部門名 販売高(千円) 　前年同四半期比（％）

伸銅品関連事業

伸銅品 1,996,277 35.5

伸銅加工品 63,978 29.3

非鉄金属原料 211,240 50.5

合計 2,271,496 36.2

(注) １　主な相手先別の販売実績および当該販売実績の総販売実績に対する割合は次のとおりであります。

　

相手先

前第１四半期連結会計期間 当第１四半期連結会計期間

販売高(千円) 割合(％) 販売高(千円) 割合(％)

市原金属産業株式会社 1,267,253 20.2 298,043 13.1

春田産業株式会社 － － 228,061 10.0

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結会計期間において、財政状態、経営成績およびキャッシュ・フローの状況の異常な変動等または、前

事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 経営成績の分析

平成21年度第１四半期は、欧米の金融危機対策による流動性の回復や中国の大規模な財政出動による成長率の下支え

等が好感され、世界的大不況からの回復の兆しが顕著となりました。わが国では景気の急激な落込みが３月で底を打っ

たと報じられ、第１四半期は徐々に景気が回復しつつある情勢でありますが、２番底の懸念も残っております。

　伸銅業界全体の黄銅棒の生産量につきましては、３月には半減していた生産量が徐々に回復し６月には前年の７割弱

の水準にまで戻りました。水栓等の調整が長引いているものの自動車関連部品の増加等で全体を通じ過度な在庫調整が

終わりつつあります。今後も穏やかに回復して行くことが期待されます。

　また、主要原料である銅の国際価格は３／末の＄4,000から６／末には＄5,000に上昇しました。この間の為替は90円台

後半で推移いたしましたので、第１四半期の伸銅品の原料および販売価格は上昇傾向で推移いたしました。

　当社グループにつきましては、製品等の販売量は前年同期比39.2％減少いたしました。また、銅等の原料価格が半減し

たため、製品等の販売単価は40.4％減少いたしました。それらの要因により売上高は、2,271,496千円と前年同期を

63.8％下回る結果となりました。

　収益面につきましては、生産・出荷量の大幅な減少に対し、工場の操業短縮や人件費・物件費の節減を徹底した効果が

出て、営業利益は16,152千円（前年同期比△80,410千円）と前年度第４四半期の△175,681千円からは大幅に回復いた

しました。

　経常利益については、57,806千円（前年同期比△48,285千円）となりました。前年度第４四半期の△153,975千円から

は大幅に回復いたしました。経常利益の増加要因は営業外損益の黒字が41,653千円（前年同期比32,124千円増）に拡大

したためであります。増加の内訳は、前期から実施している余裕資金の運用により受取利息および配当金が16,240千円

増加したこと、および工場操業短縮に伴う助成金19,325千円の受入であります。

　その一方で、特別損益で赤字が112,529千円発生いたしました。その内訳は株式売却損22,721千円および将来のＰＣＢ

の廃棄処理費用を環境対策引当金として90,000千円計上したためであります。

　その結果、当第１四半期は54,313千円の純損失（前年同期比△149,826千円）となりましたが、前年度第４四半期の純

損失104,588千円からは改善いたしました。

　

事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。

（伸銅品部門）

　景気急落後の影響を受け当社グループの主力製品である伸銅品は販売数量が前年同期比40.4％減少しました。また、

非鉄原料価格の国際相場の大幅下落と円高により、原料の国内価格が前年度第４四半期よりは回復したものの前年同

期比では６割程度の水準にあることから、伸銅品販売単価は前年同期比40.5％低下しました。その結果、伸銅品の売上

高は1,996,277千円（前年同期比△3,634,884千円）と前年同期比64.5％減少いたしました。ただし、景気の底であっ

た前年度第４四半期よりは6.7％改善いたしております。 

　主力製品である黄銅棒の販売数量は前年同期比４割減少する中でカドミレス黄銅棒等の特殊品もさえない動きであ

りました。黄銅線の販売数量は前年同期比36.7％減少しました。電子素材のコネクター線の販売数量は前年同期比

59.6％減少となったものの、在庫調整の開始が早かったためもあり、受注は月を追って回復しております。
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（伸銅加工品部門）

　伸銅加工品は、前年度は比較的堅調に推移いたしましたが、前年度第４四半期に高付加価値の切削品を中心に調整が

入り現在も底這いが続いております。そのため、販売数量は前年同期比52.0％減少し、売上高は63,978千円と前年同期

比29.3％の水準まで低下いたしました。

　

（非鉄金属原料部門）

　非鉄金属原料は、販売数量は前年同期比88.9％水準に止まりました。売上高は211,240千円と前年同期比49.5％減少

いたしました。

　

(2) 財政状態の状況

当第１四半期連結会計期間末の総資産は前連結会計年度末に比べ 276,640千円増加いたしました。

　製品販売量の低下に伴い売掛債権が前連結会計年度末に比べ 806,303千円減少したこと等から流動資産は 288,867千

円減少いたしましたが、固定資産は有形固定資産で 107,201千円および投資有価証券で 457,777千円増加したこと等か

ら 565,507千円増加いたしました。

　負債では、流動負債が 7,167千円減少いたしましたが、固定負債で環境対策引当金90,000千円を引当てたため同負債が

18,039千円増加し、負債合計では10,871千円の増加となりました。

　また、純資産合計は前連結会計年度末に比べ 265,768千円増加いたしました。当第１四半期連結会計期間において

54,313千円の四半期純損失を計上する一方で、株式市場の上昇に伴い保有株式の評価損が 1,836千円と、前連結会計年

度末に比べ 296,844千円改善したことが主要因であります。

　以上により、自己資本比率は前連結会計年度末に比べ 1.0％上昇し、21.3％になりました。

　

(3) キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は前連結会計年度末に比べ183,847千円増加し2,783,171

千円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は前年同期比338,294千円増加の822,997千円となりました。これは主に、売上債権の

805,053千円減少と、たな卸資産が142,805千円増加したことによるものであります。

　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は前年同期比545,916千円増加の560,766千円となりました。これは主に、投資有価証券

の取得による支出 1,093,453千円および投資有価証券の売却による収入 713,423千円によるものであります。

　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は前年同期比428,627千円減少の78,383千円となりました。これは主に、短期借入金の

純増減額および長期借入金の返済による支出 325,713千円によるものであります。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じ

た課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

重要な設備の新設等

会社名
事業所名
(所在地)

事業の種
類別セグ
メントの
名称

設備の　　内
容

投資予定額（千円）
資金調達　方

法
着手年月

完了予定　
年月

完成後の　
増加能力

総額 既支払額

提出会社
本社工場
(大阪府堺
市堺区)

伸銅品　
関連事業

抽伸機及
び切断機

185,000182,824自己資金
平成20年
５月

平成21年
８月

品質向上
を図るた
め能力の
増加は殆
どなし

提出会社

本社工場
(大阪府堺
市堺区)
（注）1

伸銅品　
関連事業
 

機械設備
一式

2,684,906485,990土地収用に
係る工作物
等の補償金
 
 

平成20年
11月

平成22年
６月

本社工場
移転に伴
う新工場
の設備等
であり、現
状の生産
能力は殆
ど変わら
ないが生
産性は大
幅に向上
する予定

建物 2,180,000206,000
平成21年
３月

平成22年
３月

工作物
一式
（注）2

6,135,094―

土地収用に
係る工作物
等の補償金
および自己
資金

平成21年
８月

平成22年
12月

(注) １ 収用による補償金等は、総額12,185百万円であり、全額新工場の建設に充当いたします。

　（内訳）　土地売却代金　　　　　　　　　 　　　1,384百万円

　　　　　　建設・工作物等の移転のための補償金　10,800百万円

     ２ 建設・工作物等の具体的な設備等については計画中であります。

     ３ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

重要な設備の除却等

　経常的な設備の更新のための設備の除却を除き、重要な設備の除却等の計画はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 80,000,000

計 80,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成21年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年８月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 23,700,00023,700,000

大阪証券取引所
(市場第二部)
東京証券取引所
(市場第二部)

単元株式数　1,000株

計 23,700,00023,700,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。
　

(3) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。
　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成21年４月１日～
平成21年６月30日

－ 23,700 － 1,595,250 － 290,250

　

(5) 【大株主の状況】

当第１四半期連結会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。
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(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、実質株主が把握できず、記載することができませんの

で、直前の基準日である平成21年３月31日の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

平成21年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式 　　81,000

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 23,543,000 23,543 ―

単元未満株式 普通株式 　　76,000 ― １単元（1,000株）未満の株式

発行済株式総数 23,700,000 ― ―

総株主の議決権 ― 23,543 ―

　

② 【自己株式等】

平成21年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
日本伸銅株式会社

大阪府堺市堺区南島町３
－１－１

81,000 ― 81,000 0.34

計 ― 81,000 ― 81,000 0.34

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成21年４月 ５月 ６月

最高(円) 102 104 120

最低(円) 89 93 98

(注)　最高・最低株価は、株式会社東京証券取引所市場第二部におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第

64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　なお、前第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年６月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規

則に基づき、当第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）及び当第１四半期連結累計期

間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しておりま

す。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成

20年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表については、監査法人トーマツにより四半期レビューを受け、当第１四

半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成21年４月１

日から平成21年６月30日まで）の四半期連結財務諸表については、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを

受けております。

　なお、従来から当社が監査証明を受けている監査法人トーマツは、監査法人の種類の変更により、平成21年７月１日を

もって有限責任監査法人トーマツとなりました。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,841,171 2,657,324

受取手形及び売掛金 ※１
 2,445,464

※１
 3,251,767

有価証券 1,197,761 998,509

商品及び製品 219,997 224,679

仕掛品 585,997 316,419

原材料及び貯蔵品 386,897 508,987

繰延税金資産 57,540 72,454

その他 120,508 114,255

貸倒引当金 △939 △1,131

流動資産合計 7,854,398 8,143,266

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 1,060,715 1,060,715

減価償却累計額 △891,629 △888,002

建物及び構築物（純額） 169,086 172,713

機械装置及び運搬具 7,172,676 7,154,137

減価償却累計額 △6,343,535 △6,294,987

機械装置及び運搬具（純額） 829,141 859,150

土地 4,208,632 4,208,632

建設仮勘定 914,848 769,418

その他 371,181 370,931

減価償却累計額 △314,916 △310,073

その他（純額） 56,265 60,858

有形固定資産合計 6,177,974 6,070,772

無形固定資産

ソフトウエア 315 398

施設利用権等 2,226 2,226

無形固定資産合計 2,541 2,624

投資その他の資産

投資有価証券 3,600,786 3,143,009

長期未収入金 2,137,091 2,137,091

その他 68,329 64,564

貸倒引当金 △8,217 △5,063

投資その他の資産合計 5,797,990 5,339,601

固定資産合計 11,978,505 11,412,998

資産合計 19,832,904 19,556,264
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 511,033 440,573

短期借入金 693,688 733,574

未払消費税等 16,525 37,507

未払費用 143,340 84,325

未払法人税等 2,964 6,384

賞与引当金 10,800 31,650

その他 235,812 287,315

流動負債合計 1,614,164 1,621,331

固定負債

長期借入金 1,592,220 1,628,047

長期仮受金 630,869 639,977

退職給付引当金 251,659 248,796

役員退職慰労引当金 73,020 100,430

環境対策引当金 90,000 －

繰延税金負債 428,772 428,662

再評価に係る繰延税金負債 846,355 846,355

圧縮記帳特別勘定 10,045,675 10,045,675

その他 31,395 33,984

固定負債合計 13,989,967 13,971,928

負債合計 15,604,132 15,593,260

純資産の部

株主資本

資本金 1,595,250 1,595,250

資本剰余金 290,250 290,250

利益剰余金 1,147,358 1,201,672

自己株式 △15,198 △15,198

株主資本合計 3,017,660 3,071,973

評価・換算差額等

土地再評価差額金 1,233,653 1,233,653

繰延ヘッジ損益 △20,704 △43,941

その他有価証券評価差額金 △1,836 △298,681

評価・換算差額等合計 1,211,112 891,030

純資産合計 4,228,772 3,963,003

負債純資産合計 19,832,904 19,556,264
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年６月30日)

売上高 6,267,700 2,271,496

売上原価 5,916,514 2,048,387

売上総利益 351,185 223,108

販売費及び一般管理費 ※１
 254,623

※１
 206,956

営業利益 96,562 16,152

営業外収益

受取利息 52 12,491

仕入割引 2,120 －

受取配当金 10,666 14,468

助成金収入 － 19,325

その他 6,261 5,125

営業外収益合計 19,100 51,409

営業外費用

支払利息 6,688 8,481

売上割引 2,210 1,096

手形売却損 397 152

その他 275 25

営業外費用合計 9,571 9,755

経常利益 106,091 57,806

特別利益

貸倒引当金戻入額 808 192

固定資産売却益 1,584 －

投資有価証券売却益 13,494 －

特別利益合計 15,886 192

特別損失

固定資産除却損 433 －

投資有価証券売却損 － 22,721

ゴルフ会員権評価損 2,300 －

環境対策引当金繰入額 － 90,000

特別損失合計 2,733 112,721

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

119,245 △54,723

法人税、住民税及び事業税 16,514 1,077

法人税等調整額 7,216 △1,487

法人税等合計 23,731 △410

四半期純利益又は四半期純損失（△） 95,513 △54,313
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
 至 平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
 至 平成21年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

119,245 △54,723

減価償却費 63,452 57,101

貸倒引当金の増減額（△は減少） 2,216 2,961

退職給付引当金の増減額（△は減少） 5,915 2,862

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △20,760 △27,410

環境対策引当金の増減額（△は減少） － 90,000

受取利息及び受取配当金 △10,719 △26,959

仕入割引 △2,120 －

支払利息 6,688 8,481

売上割引 2,210 1,096

投資有価証券売却損益（△は益） △13,494 22,721

有形固定資産売却損益（△は益） △1,584 －

固定資産除却損 433 －

ゴルフ会員権評価損 2,300 －

売上債権の増減額（△は増加） 275,013 805,053

たな卸資産の増減額（△は増加） △131,860 △142,805

仕入債務の増減額（△は減少） 121,413 70,459

未払消費税等の増減額（△は減少） △27,794 △20,982

その他 104,970 30,494

小計 495,525 818,352

利息及び配当金の受取額 10,719 17,510

利息の支払額 △6,573 △8,917

法人税等の支払額 △14,968 △3,947

営業活動によるキャッシュ・フロー 484,702 822,997

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △13,000 △13,000

定期預金の払戻による収入 13,000 13,000

有形固定資産の取得による支出 △68,054 △101,067

有形固定資産の売却による収入 3,000 －

投資有価証券の取得による支出 △1,667 △1,093,453

投資有価証券の売却による収入 63,092 713,423

保険積立金の積立による支出 △69 －

収用に係る経費分による支出 △11,150 △9,107

収用に係る設備取得のための支出 － △70,560

投資活動によるキャッシュ・フロー △14,849 △560,766
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
 至 平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
 至 平成21年６月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △511,800 －

長期借入れによる収入 150,000 250,000

長期借入金の返済による支出 △121,675 △325,713

リース債務の返済による支出 △1,560 △2,652

配当金の支払額 △21,975 △18

財務活動によるキャッシュ・フロー △507,010 △78,383

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △37,157 183,847

現金及び現金同等物の期首残高 1,348,092 2,599,324

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,310,935 2,783,171
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【継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況】

　当第１四半期連結会計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　当第１四半期連結会計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

該当事項はありません。

　

【表示方法の変更】

　
当第１四半期連結会計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日)

（四半期連結貸借対照表関係）

　前第１四半期連結会計期間における「原材料」は、四

半期財務諸表等規則の改正により、当第１四半期連結会

計期間より「原材料及び貯蔵品」として表示しており

ます。なお、前第１四半期連結会計期間に計上される貯

蔵品の残高はありません。

　

【簡便な会計処理】

　
当第１四半期連結会計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日)

１. 棚卸資産の評価方法

　当第１四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関して

は、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実地棚卸高

を基礎として合理的な方法により算定する方法によっ

ております。

２. 繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

　繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結

会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生

状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計

年度において使用した将来の業績予想を利用する方法

によっております。

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

　当第１四半期連結会計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

該当事項はありません。
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【追加情報】

　

当第１四半期連結会計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日)

１. 平成19年３月期において、大阪府道高速大和川線に

係る収用に伴い、本社工場の対象土地売却及び設備等の

補償契約等について阪神高速道路株式会社と締結いた

しました。

　本件に伴い、将来圧縮を予定している部分については、

固定負債の「圧縮記帳特別勘定」として計上しており

ます。また、補償金の未収分は投資その他の資産の「長

期未収入金」として、工場移転に伴い、発生する費用に

対する補償部分は、固定負債の「長期仮受金」としてそ

れぞれ計上しております。

２. 収用に伴う新工場移転作業の進展に伴い、移転資産

の精査を行った結果、当第１四半期連結会計期間より

「ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進に関

する特別措置法」に基づくＰＣＢ処理費用等の発生見

込額を合理的に見積もれることとなったため環境対策

引当金として計上いたしました。

　この結果、当該引当金繰入額90,000千円を特別損失と

して計上いたしました。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

※１　手形割引高

受取手形割引高 51,204千円

　 　

※１　手形割引高

受取手形割引高 56,827千円

　 　

　

(四半期連結損益計算書関係)

第１四半期連結累計期間

前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日)

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

荷造運搬費 67,461千円

報酬・給与及び手当 101,956千円

賞与引当金繰入額 10,800千円

退職給付引当金繰入額 4,097千円

租税公課 5,408千円

減価償却費 4,663千円

役員退職慰労引当金繰入額 5,030千円

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

荷造運搬費 41,487千円

報酬・給与及び手当 89,553千円

賞与引当金繰入額 5,613千円

退職給付引当金繰入額 4,026千円

租税公課 4,445千円

減価償却費 4,510千円

役員退職慰労引当金繰入額 4,390千円
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日)

　　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

　　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

(平成20年６月30日)

現金及び預金勘定 1,368,935千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △58,000千円

現金及び現金同等物 1,310,935千円

(平成21年６月30日)

現金及び預金勘定 2,841,171千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △58,000千円

現金及び現金同等物 2,783,171千円

　

(株主資本等関係)

当第１四半期連結会計期間末（平成21年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成

21年６月30日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類 当第１四半期連結会計期間末

普通株式(株) 23,700,000

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類 当第１四半期連結会計期間末

普通株式(株) 81,661

　
３　新株予約権等に関する事項

　　　該当事項はありません。

　
４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

　　　該当事項はありません。
　
　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生日が

当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　　　該当事項はありません。

　
５　株主資本の著しい変動に関する事項

株主資本の四半期連結貸借対照表計上額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動がありません。

　

(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)及び当第１四半期連結累計期間（自　平

成21年４月１日　至　平成21年６月30日）

当社グループは、伸銅品関連事業を主たる事業としておりますが全セグメントの売上高の合計及び営業利益の

合計額に占める伸銅品関連事業の割合が、いずれも90％を超えているため、事業の種類別セグメント情報の記載を

省略しております。

　

【所在地別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)及び当第１四半期連結累計期間（自　平

成21年４月１日　至　平成21年６月30日）

当社および連結子会社は海外拠点が存在しないため該当事項はありません。
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【海外売上高】

前第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)及び当第１四半期連結累計期間（自　平

成21年４月１日　至　平成21年６月30日）

海外売上高が、いずれも連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。

　

(有価証券関係)

当第１四半期連結会計期間末(平成21年６月30日)

時価のある満期保有目的の債券及びその他有価証券が、企業集団の事業の運営において重要なものとなっており、

かつ、当該有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額に前連結会計年度の末日に比べて著しい変動が認め

られます。

　

１　満期保有目的の債券で時価のあるもの

　

区分
四半期連結貸借対照表
計上額(千円)

時価(千円) 差額(千円)

社債 4,088,539 4,060,580 △27,959

計 4,088,539 4,060,580 △27,959

　

２　その他有価証券で時価のあるもの

　

区分 取得原価(千円)
四半期連結貸借対照表
計上額(千円)

差額(千円)

株式 577,139 577,098 △40

計 577,139 577,098 △40

　

(デリバティブ取引関係)

当社が利用しているデリバティブ取引は、全てヘッジ会計を適用しているため注記の対象から除いております。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

　 　

　 179.05円
　

　 　

　 167.79円
　

　

２　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

第１四半期連結累計期間

　
前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日)

１株当たり四半期純利益 4.04円

　 　

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

　四半期連結損益計算書上の四半期純利益　95,513千円

　普通株式に係る四半期純利益　　　　　　95,513千円

　普通株主に帰属しない金額の主要な内訳

　　該当事項はありません。

　普通株式の期中平均株式数　　　　　　23,619,902株
　

１株当たり四半期純損失 2.30円

　 　

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が

存在しないため記載しておりません。

 

１株当たり四半期純損失の算定上の基礎

　四半期連結損益計算書上の四半期純損失　54,313千円

　普通株式に係る四半期純損失　　　　　　54,313千円

　普通株主に帰属しない金額の主要な内訳

　　該当事項はありません。

　普通株式の期中平均株式数　　　　　　23,618,339株

　

　　　　　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

　

平成20年8月8日

日本伸銅株式会社

取締役会　御中 　

　

　

監査法人トーマツ
　 　

　
　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　小　　山　　謙　　司　　㊞

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　森　　村　　照　　私　　㊞

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日本

伸銅株式会社の平成20年4月1日から平成21年3月31日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間(平成20

年4月1日から平成20年6月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連

結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結

財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論

を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

　

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日本伸銅株式会社及び連結子会社の平成20年6

月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フ

ローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

　

平成21年8月10日

日本伸銅株式会社

取締役会　御中 　

　

有限責任監査法人トーマツ　　　
　　

　 　

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　小　　山　　謙　　司　　㊞

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　森　　村　　照　　私　　㊞

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日本

伸銅株式会社の平成21年4月1日から平成22年3月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成21

年4月1日から平成21年6月30日まで)及び第１四半期連結累計期間（平成21年4月1日から平成21年6月30日ま

で）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結

キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者

にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

　

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日本伸銅株式会社及び連結子会社の平成21年6

月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フ

ローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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